
交
番
・
消
防
署
の
所
長
が
変
わ
ら
れ
ま
し
た

Ａ
C
O
M
O
庄
内
付
近
で
地
理
を

よ
く
知
ら
な
い
方
に
よ
る
交
通
事
故

が
多
い
た
め
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
交
番
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は

Ａ
深
刻
な
問
題
点
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
春
の
桜
の
時
期
に
は
、

弘
法
山
古
墳
付
近
に
お
け
る
路
上

駐
車
に
よ
る
交
通
渋
滞
の
対
応
に

苦
慮
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
住
民
の
皆
さ
ま
へ一言

　

庄
内
交
番
所
員
全
員
一
丸
と

な
っ
て
住
民
の
皆
さ
ま
の
安
心
安

全
を
守
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
お
気
軽
に

交
番
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
人
や
車
の

通
り
が
大
幅
に
増
え
少
し
驚
い
て

お
り
ま
す
。
私
は
こ
れ
ま
で
主
に

刑
事
部
門
で
犯
罪
捜
査
に
携
わ
っ

て
き
て
お
り
、
交
番
勤
務
は
久
し

ぶ
り
と
な
り
ま
す
。
庄
内
交
番
管

内
の
住
民
の
皆
さ
ま
の
安
心
安
全

を
守
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

Ｑ
庄
内
地
区
内
の
交
通
状
況
で
注

意
が
必
要
な
場
所
は
ど
こ
で
す
か

地
域
を

守
る

館
報
編
集
委
員
を
募
集
！

　

地
域
の
様
々
な
話
題
や
問
題
な
ど
を
地

域
の
方
々
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
関
心

の
あ
る
方
は
公
民
館
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
町
会
長

◎
梶
山
　
三
男
（
南
新
町
一
丁
目
）

○
浅
輪
　
正
司
（
南
新
町
二
丁
目
）

　
藤
本
　
浩
一
（
逢
初
町
）

　
鶴
川
　
訓
靖
（
新
家
町
）　

　
小
松
　
恵
三
（
庄
内
町
）

　
上
松
　
賢
司
（
豊
田
町
）

　
上
條
　
　
豊
（
出
川
町
第
一
）

　
宮
澤
　
一
雄
（
出
川
町
）

　
横
山
　
幸
信
（
並
柳
）

　
吉
田
　
則
雄
（
並
柳
団
地
）

　
鳥
羽
　
弘
純
（
神
田
）

　
堀
江
　
正
章
（
三
才
）

○
横
内
　
和
弘
（
筑
摩
）

　
山
﨑
　
　
薫
（
筑
摩
東
）

　
横
内
　
裕
治
（
中
林
）

公
民
館
の

明
日
を
語
る
会

（
公
民
館
運
営
委
員
）

◎
梶
山
　
三
男

　
岩
岡
　
悦
子

　
木
村
　
成
雄

　
久
高
　
　
誠

　
中
嶋
　
順
子

　
杉
田
　
祐
香

　
西
口
恵
利
子

　
茂
住
　
光
延

　
大
嶋
　
健
資

　
横
山
　
正
志

文
化
委
員

◎
木
村
　
成
雄

　
小
澤
　
　
勝

　
小
泉
紀
代
子

　
竹
ノ
内
み
つ
子

　
宮
林
　
孝
子

　
森
崎
　
　
靖

　
吉
田
　
昌
照

図
書
・
視
聴
覚
委
員

◎
杉
田
　
祐
香

　
小
林
　
　
孝

　
小
林
　
幸
代

　
西
口
恵
利
子

　
池
野
　
理
恵

　
本
南
　
静
代

　
降
旗
　
敦
子

子
育
て
委
員

◎
中
嶋
　
順
子

　
西
口
恵
利
子

　
小
林
　
幸
代

　
赤
羽
　
蔦
子

　
上
條
　
里
子

　
久
保
由
美
子

　
塩
野
﨑
和
子

　
上
田
　
敦
子

　
草
間
み
ち
よ

　
本
南
　
静
代

　
田
島
　
伊
織

　
池
上
　
佳
代

　
降
旗
　
敦
子

　
伊
藤
　
恵
子

館
報
編
集
委
員

◎
久
高
　
　
誠

　
木
村
　
成
雄

　
久
保
由
美
子

　
堀
江
　
泰
夫

　
大
野
田
彰
孝

　
荒
井
　
清
治

　
茂
住
　
光
延

　
西
口
　
賢
一

　【
全
市
版
委
員
】

◆
町
内
公
民
館
長

　
大
野
　
和
朋
（
南
新
町
一
丁
目
）

　
太
田
　
　
恵
（
南
新
町
二
丁
目
）

○
久
高
　
　
誠
（
逢
初
町
）

　
小
山
　
邦
子
（
新
家
町
）

　
中
村
　
　
享
（
庄
内
町
）

　
宮
内
　
聰
光
（
豊
田
町
）

　
中
田
　
裕
基
（
出
川
町
第
一
）

　
百
瀬
　
康
一
（
出
川
町
）

　
塩
野
崎
正
敏
（
並
柳
）

　
中
村
　
志
庭
（
並
柳
団
地
）

　
高
根
　
澄
男
（
神
田
）

○
堀
江
　
泰
夫
（
三
才
）

◎
岩
岡
　
悦
子
（
筑
摩
）

　
柴
田
八
重
子
（
筑
摩
東
）

　
和
賀
　
　
修
（
中
林
）

庄
内
地
区
内
の
交
番・消
防
署

松
本
警
察
署 

庄
内
交
番 

草
川 

誠
司 

所
長

丸
の
内
消
防
署 

庄
内
出
張
所 

西
沢 

明 

所
長

令
和
元
年
度
庄
内
地
区
　
町
会
長 

町
内
公
民
館
長

庄
内
地
区
公
民
館
委
員
（
◎
委
員
長
）

（
◎
会
長  

○
副
会
長
）

（
◎
連
合
会
長  

○
副
会
長
）

　

今
年

の
３
月

に
庄
内

交
番
の

所
長
に

赴
任
し
ま
し
た
「
草
川
誠
司
」
と

申
し
ま
す
。
庄
内
交
番
は
今
か
ら

20
年
前
に
警
察
学
校
を
出
て
初
め

て
赴
任
し
た
と
て
も
想
い
出
深
い

交
番
で
す
。
20
年
前
は
、
交
番
の

周
り
は
田
畑
が
広
が
り
と
て
も
長

閑
で
し
た
が
、
今
は
商
業
施
設
が

　

今
年

４
月
の

異
動
に

よ
り
、

丸
の
内

消
防
署
庄
内
出
張
所
長
に
着
任
し

ま
し
た
西
沢
明
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
当
出
張
所

で
は
平
成
26
年
４
月
か
ら
救
急
業

務
を
運
用
開
始
し
、
年
々
過
密
に
な

る
松
本
市
街
地
の
救
急
出
動
が
効
率

的
か
つ
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
の
１
月

か
ら
は
消
火
効
率
が
高
い
圧
縮
空

気
泡
消
火
装
置
を
搭
載
し
た
消
防

車
が
配
備
さ
れ
、
車
両
火
災
や
油

火
災
に
も
対
応
で
き
る
機
動
力
を

備
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の

皆
さ
ま
の
安
心
安
全
の
た
め
、
職
員

共
々
誠
心
誠
意
取
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
庄
内
出
張
所
に
お
け
る
救
急
車

の
出
動
回
数
は
何
回
あ
り
ま
す
か

Ａ
昨
年
の
救
急
出
動
は
１
５
３
０

件
で
、
前
年
よ
り
89
件
増
加
し
ま

し
た
。
一
日
平
均
４・
２
件
出
動

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
消
防
署
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は

Ａ
定
年
に
よ
る
ベ
テ
ラ
ン
職
員
の

大
量
退
職
で
、
現
場
経
験
の
少
な

い
若
手
職
員
が
増
え
て
い
ま
す
。

訓
練
を
重
ね
て
技
術
を
伝
承
し
職

員
の
能
力
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

最
後
に
、
住
民
の
皆
さ
ま
へ一言

　

今
後
、
増
加
傾
向
が
予
想
さ
れ

る
災
害
に
対
応
し
、
自
然
豊
か
な

こ
の
地
域
を
守
る
た
め
、
日
々
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

丸の内消防署 庄内出張所
所長  西沢 明

松本警察署 庄内交番
所長  草川 誠司
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『
日
本
一
の
あ
ん
ず
の
里
』
と

宣
伝
さ
れ
て
い
る
千
曲
市
の
あ

ん
ず
ま
つ
り
に
出
掛
け
た
際
の
出

来
事
で
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ

プ
に
従
い
、
景
色
を
楽
し
み
な
が

ら
広
い
歩
道
を
歩
い
て
い
た
と
こ

ろ
、
自
転
車
の
高
校
生
三
人
組

と
す
れ
違
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
一

列
に
並
び
直
し
、『
こ
ん
に
ち
は
』

と
挨
拶
。
自
分
も
慌
て
て
挨
拶
を

返
し
ま
し
た
。
道
沿
い
を
注
意
し

て
見
た
と
こ
ろ
、
あ
い
さ
つ
運
動

の
立
て
看
板
が
あ
り
ま
し
た
。
64

回
を
数
え
る
お
祭
り
で
、
観
光
客

を
も
て
な
す
気
配
り
や
挨
拶
を
大

切
に
す
る
習
慣
が
浸
透
し
、
尚
且

つ
、
継
続
努
力
を
し
て
い
る
地
域

な
の
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
電
車
通
勤
の
私
は
松
本

駅
へ
の
道
で
、
近
所
の
中
学
生

ま
で
に
は
『
お
早
う
』
と
声
を

掛
け
て
い
ま
す
が
、
異
国
の
観
光

客
の
方
に
は
会
釈
も
せ
ず
、
下
を

向
い
て
は
、
道
に
捨
て
ら
れ
て
い

る
煙
草
や
生
垣
内
の
ゴ
ミ
に
イ
ラ

イ
ラ
。
顔
を
上
げ
て
は
『
自
転
車

を
降
り
て
』
看
板
の
あ
る
工
事
中

の
狭
い
歩
道
を
走
り
抜
け
る
自
転

車
・
何
処
で
あ
れ
ス
マ
ホ
注
視
の

人
・
電
車
の
中
で
は
厚
い
ザ
ッ
ク

を
背
負
っ
た
人
等
、
少
し
寂
し
さ

を
覚
え
る
毎
日
で
す
。　
（
A・O
）

　

並
柳
団
地
は
建
設
さ
れ
て
か
ら

40
年
以
上
も
経
つ
古
い
団
地
で
す
。

当
時
は
、
ど
の
棟
も
空
き
が
な
く
、

常
に
順
番
待
ち
だ
っ
た
と
聞
き
ま

し
た
。
子
ど
も
の
数
も
多
く
、
イ

ベ
ン
ト
（
町
会
の
祭
り
、
運
動
会
）

が
あ
り
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
し
た
。

　

住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
、
20
代
か

ら
30
代
の
夫
婦
に
子
ど
も
と
い
う

家
族
構
成
の
た
め
、
お
年
寄
り
も

あ
ま
り
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
今
で
は
家
族
構
成
、

家
庭
環
境
の
変
化
に
よ
り
並
柳
団

地
で
の
イ
ベ
ン
ト
等
も
か
な
り
変

化
し
て
き
ま
し
た
。

①
子
ど
も
食
堂
「
ふ
ら
っ
と
」

　

並
柳
団
地
入
口
に
あ
る
並
柳
商

店
街
の
中
に
「
ふ
ら
っ
と
」
と
い

う
店
が
あ
り
ま
す
。学
校
が
終
わ
っ

て
か
ら
家
で
１
人
に
な
っ
て
し
ま

う
子
、
ま
た
子
ど
も
達
の
居
場
所

と
し
て
利
用
出
来
ま
す
。
子
ど
も

だ
け
で
な
く
誰
で
も
利
用
で
き
、

大
人
は
飲
食
が
有
料
で
す
。
１
人

暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
方
が
食
事

の
た
め
に
利
用
も
し
て
い
ま
す
。

②
ふ
れ
あ
い
会

　

公
民
館
で
、
お
年
寄
り
の
方
達

と
の
交
流
と
し
て
「
ふ
れ
あ
い
お

食
事
会
」「
ふ
れ
あ
い
お
茶
会
」「
敬

老
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
毎

月
「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

も
あ
り
ま
す
。
町
会
、
公
民
館
係
、

民
生
と
協
力
し
な
が
ら
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

③
な
み
カ
フ
ェ

　

こ
れ
も
公
民
館
を
利
用
し
て
、

子
ど
も
達
が
宿
題
を
し
た
り
勉
強

を
し
た
り
、
ま
た
友
達
と
の
交
流

を
し
て
い
る
様
で
す
。

■　
　

■　
　

■

　

以
前
に
比
べ
る
と
、
こ
の
団
地

内
で
の
住
民
の
減
少
、
少
子
高
齢

化
と
か
な
り
深
刻
な
問
題
に
は

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
向
き

合
い
、住
民
に
と
っ
て
何
が
大
切
か
、

何
が
出
来
る
の
か
、
何
を
必
要
と
し

て
い
る
の
か
を
そ
れ
ぞ
れ
の
役
員
が

考
え
実
行
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
各

棟
に
お
い
て
も
同
じ
で
す
。

　

歴
史
も
浅
い
し
、
団
地
は
各
家

庭
と
の
関
係
も
気
薄
な
の
で
は
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
数
年
前
の

地
震
の
時
に
並
柳
団
地
は
自
発
的

に
公
民
館
を
避
難
所
と
し
住
民
達

だ
け
で
助
け
合
い
を
し
ま
し
た
。

並
柳
団
地
は
い
ざ
と
い
う
時
の
団

結
力
が
あ
る
地
区
で
す
。

■　
　

■　
　

■

　

庄
内
地
区
全
15
町
会
の
紹
介
が

今
回
号
で
終
了
し
ま
し
た
。
あ
な

た
の
隣
の
町
会
の
こ
と
で
あ
り
な

が
ら
も
、
知
ら
な
か
っ
た
事
を
沢

山
発
見
で
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
機
会
を
作
っ
て
、

庄
内
地
区
15
町
会
を
歩
い
て
み
ま

せ
ん
か
!?

並

柳

団

地

き
ら
り
わ
が
街

4月7日 県議選、4月21日 市議選
町会名 県議選投票率 市議選投票率

町
会
別
投
票
率

出川町第１ 33.60% 30.29%
逢初町 47.48% 43.06%
出川町 37.89% 36.73%
神田 44.19% 44.57%
三才 41.01% 39.57%
庄内町 32.84% 31.16%
新家町 40.10% 34.13%
筑摩 39.04% 38.20%
筑摩東 36.84% 35.21%
豊田町 39.97% 36.45%
中林 41.74% 48.69%
並柳 37.98% 35.73%
並柳団地 30.27% 27.95%
南新町１丁目 39.75% 34.59%
南新町２丁目 39.17% 39.67%
全体 38.72% 37.25%

年
代
別（
市
全
体
）投
票
率

10代計 24.52% 19.66%
20歳 17.05% 13.86%
21～29歳 22.77% 21.27%
30代計 32.07% 30.90%
40代計 39.42% 39.63%
50代計 46.99% 47.14%
60代計 57.20% 59.57%
70代計 59.86% 63.71%
80代計 45.05% 48.17%
90代計 17.20% 19.05%
全体 42.82% 43.73%

松
本
市
議
選
43
％
!! 

若
者
の
選
挙
離
れ
？ 

高
齢

化
に
よ
る
選
挙
会
場
へ
出
か
け
ら
れ
な
い
現
象
な

ど
、改
め
て
今
回
の
統
一
地
方
選
を
考
え
た
い
!!

投
票
率
だ
け
で
は
判
断
し
に
く
い
、選
挙
関
心
度

　

新
し
い
時
代
「
令
和
」
を
築
く

統
一
地
方
選
挙
が
、
桜
満
開
の
中

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
公
民
館
報
で

は
選
挙
の
度
に
、
町
会
別
の
投
票

率
を
掲
載
し
て
来
ま
し
た
。
そ
の

結
果
は
、
過
去
の
投
票
率
と
比
べ

て
、
特
に
大
き
な
変
化
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
投
票
率
だ
け
で

選
挙
に
無
関
心
…
と
判
断
す
る
の

で
は
な
く
、
な
ぜ
投
票
に
行
か
な

い
の
か
？ 

行
け
な
い
の
か
？ 

を
、

深
読
み
す
る
こ
と
も
大
切
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
特
に
高
齢
者
の

場
合
は
、
投
票
所
に
行
く
手
段
が

な
く
、
行
き
た
く
て
も
行
け
な
い

現
実
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま

た
若
者
に
お
い
て
は
、
政
治
が
身

近
な
存
在
で
は
な
い
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

で
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
？

例
え
ば
、
投
票
当
日
に
松
本
市
の

ど
こ
の
投
票
所
で
も
投
票
で
き
る

よ
う
に
す
る
、
住
民
と
色
々
な
話

が
で
き
る
政
治
家
を
育
て
る
、
ま

た
白
票
を
投
じ
た
そ
の
意
味
を
考

え
る
等
、
選
挙
と
い
う
も
の
を
私

た
ち
自
身
で
見
直
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
？

　

今
年
は
、
夏
の
参
議
院
選
挙
、

そ
し
て
来
年
に
は
、
松
本
市
長
選

が
控
え
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
が

で
き
る
だ
け
投
票
に
出
か
け
て
行

け
る
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
整
備
を
一

緒
に
考
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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